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□はじめに

　当社は情報通信エンジニアリング事業、ソフトウェアシステム開発事業、システム保守・運用事業を展開し、
官民さまざまな業種・業態のお客様のＩＴＣ化をワンストップでサポートするサービス・製品を提供しています。

　当社の事業活動が環境に影響を与えていることを認識し、環境への負荷軽減と企業の経営課題も含めて、
ＥＡ２１に基ずく活動で環境経営の継続的改善を全社一丸となって図っていきます。

株式会社ＳＨＯＥＩ
代表取締役 　熊本　亮太　

－1－

企　業　理　念



□環境経営方針

 　株式会社ＳＨＯＥＩは、情報通信エンジニアリング事業、ソフトウェアシステム開発事業等の事業活動が

環境に影響を与えることを認識し、環境負荷低減と顧客満足を踏まえ、環境保全への行動指針を次のように、

定め実践します。

③ 水使用量の削減

　・節水をすると共に排水量の削減をします。

④ 工事における環境配慮

　・工事材料に環境製品を提案します。

　・環境に貢献する情報システムを提案します。

制定日：

改定日：

代表取締役 　熊本　亮太

－２－

① 低炭素社会のため二酸化炭素排出量の削減をします。

　・業務用車両の効率的な運用を促進し、ガソリン･軽油の使用量を削減します。

　・事務所エアコンは、暖房は（Max)２４℃、冷房は（Min)２７℃とします。

＜環境保全への行動指針＞

１．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

２．以下について具体的な環境目標を定め、実施計画を立て、継続的改善に努めます。

2021年10月1日

　・不要な照明は消灯し、昼食休憩時間は最小限の照明にとどめます。

　・長時間席を離れるときは、パソコンの電源を切ります。

② 循環型社会のための省資源、廃棄物の削減

　・廃棄物は分別し、紙類および金属のリサイクルに努めます。

　・建設廃棄物のリサイクル促進を図り、現場工事で環境負荷低減活動を行います。

３．当社で働く全ての従業員にこの環境方針を周知します。

2006年12月25日



□組織の概要　　　（全社が認証登録範囲）

（１） 名称及び代表者名

株式会社ＳＨＯＥＩ（2021年1月社名変更）

代表取締役 　熊本　亮太

（２） 所在地

本　　　社 〒555-0011　大阪市西淀川区竹島 3-13-27（2020年11月に移転）

京滋営業所 〒601-8469　京都市南区唐橋平垣町47番地1 西棟A

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 安全品質管理部　ＧＭ　上野　良広 TEL：０６－４８０８－８２１１

担当者 本社人事総務部　ＧＭ　足立　聡 TEL：０６－４８０８－８２１１

担当者 京滋営業所　　　ＤＲ　松本　育徳 TEL：０７５－２７８－０３４２

（４） 事業内容

電気通信工事　　構内通信設備工事、伝送路設備工事、移動体無線設備工事、

　　　　　　　　　　　ＬＡＮ・ネットワーク設備工事、電話交換機・ＬＡＮ保守工事、

　　　　　　　　　　　電力設備工事等

ソフト開発　　　　地図情報活用アプリケーション他ソフト開発

（５） 事業の規模

完成工事高　　　１,２５５百万円（令和4年10月期)

ソフト部門売上高　   ６８百万円（令和4年10月期)

本社 京滋営業所

71名 ４名

566㎡ 111㎡

（６） 事業年度 ２０２１年１０月　～　２０２２年９月

（７） 保有資格

保有者数 保有者数

9名 ４名

11名 1名

3名 1名

3名 2名

3名 20名

1名 3名

1名 1名

3名 2名

1名 2名

2名 4名

１名 2名

2４名 2名

（８） 認証

－３－

延べ床面積　　　

資格名 資格名

工事担任者／DD第１種

工事担任者／AI･DD総合種

工事担任者／アナログ第１種

工事担任者／アナログ第２種

工事担任者／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ総合種

電気工事施工管理技士１級

電気工事施工管理技士２級

土木工事施工管理技士２級

建築施工管理技士２級

特殊電気工事士

第１種電気工事士

第２種電気工事士

電気通信主任技術者（一種）

監理技術者（電気工事）

監理技術者（電気通信）

消防設備士（乙種第７類）

総括安全衛生責任者

従業員　　　　　

衛生管理者

国土交通大臣許可(般-26)第25522号 電気通信工事業・電気工事業他

登録番号　第２１０００７７７（０５）号プライバシーマーク取得　　　　　

初級システムアドミニストレイタ

建設業許可証　　　　

エコアクション２１ 

陸上特殊無線技士（１級）

陸上特殊無線技士（２級）

危険物取扱者（甲種）

危険物取扱者（乙種）

危険物取扱者（丙種）

認証・登録番号　０００７２４５



□エコアクション２１認証・登録の対象組織・実施体制・組織図

－４－

　　株式会社ＳＨＯＥＩ　第５８期　ＥＡ２１組織図 　作成日：Ｒ０２年１０月　１日

　改定日：Ｒ０２年１２月　１日

　改定日：Ｒ０３年１０月　１日

　 【京滋】 【本社】

代表取締役
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・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長会議

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

代表者

（代表取締役社長） ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営に関する統括責任

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、部門長会議の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・全社の毎月、３カ月毎の環境活動の達成状況の確認、問題点の是正

・全社の問題点の是正処置促進、指導

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）



□主な環境負荷の実績

全社
第56期 第57期 第58期
2019.10.1

～
2020.10.1

～
2021.10.1

～
kg-CO2 200,131 194,970 181,172

7.84 9.80 7.42
トン 0.31 0.40 0.45
トン 7.53 9.40 6.97
㎥ － (135) 152

注１　電力の二酸化炭素排出係数： 0.311kg-CO2/kWh

注２　総排水量：2022年11月に本社移転からの使用量把握の為、参考値

□環境経営目標・実績

全社
第59期 第60期
2022.10.1

～
2023.10.1

～
（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 29,452 29,157 10,720 10,612 10,505
基準年比 (第5７期） 99% 36% 99% 98%
kg-CO2 165,518 163,863 170,452 162,208 160,553

基準年比 (第5７期） 99% 104% 98% 97%
194,970 193,020 181,171 172,820 171,058

kg 404 400 454 396 392
基準年比 (第5７期） 99% 113% 98% 97%

kg 9,400 9,306 6,970 9,212 9,118
基準年比 (第5７期） 99% 75% 98% 97%

㎥ 135 134 152 152 149
基準年比 (第5７期） 99% 114% 113% 112%

１．電力の二酸化炭素排出量削減の目標設定に付いて

　　・59期以降は電力使用量の削減を目標とする。　

　　　★理由

　　　　・本社、2022年2月より再エネ電力を採用の為

59期から本社は二酸化炭素排出ゼロ、京滋営業所のみからの排出となる。

２．一般廃棄物の削減に付いて

　　・本社 : ２期連続未達成となった、来期は低減活動の強化を行い再チャレンジ。

３．節水の目標設定に付いて

　　59期・60期：基準年度58期実績を採用　★本社、2021年11月に移転の為

４．工事における環境配慮についても活動目標としています。

－５－

単位

2021.10.1～
基準値

一般(可燃)廃棄物
の削減

産業廃棄物の削減

水道水の削減

　　環境に貢献する情報システムの提案についてはDX社会に貢献（社会システムの合理化との生産性向上）、
　　社内システムの再構築と改善（サーバー管理、出勤管理）を実施しています。

　　　　　　　　　　　年
度
項　目

第58期

電力による二酸化
炭素の削減

自動車燃料による
二酸化炭素の削減

二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2

二酸化炭素総排出量　　注１

廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量

産業廃棄物排出量

総排水量　　　　　　　注２

項　目



□環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組内容
全社

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 継続／変更

電力による二酸化炭素の削減 ※１
数値目標 ◎

◯ 継続

◯ 継続

◯ 継続

◯ 継続

◯ 継続

電力使用量の削減 追加 第５９期より電力使用削減を目標とする

自動車燃料による二酸化炭素の削減

数値目標 ×

◯ 継続

◯ 継続

◯ 強化

燃費の向上 追加 第５９期より燃費評価を追加する

一般(可燃)廃棄物の削減 ※２

数値目標 ×

・ペーパーレスの推進 △ 強化

・無駄なコピー・コピーミスの削減 △ 強化

数値目標 ◎

◯ 継続

◯ 継続

水道水の削減 ※３

数値目標 ×
◯ 継続

工事への環境配慮 ※４
◯ 継続

◯ 継続
◯ 継続

※１ 電力による二酸化炭素排出量の削減について　
      本社 : ２０２２年２月より再エネ電力使用の為、２０２２年２月よりＣＯ２排出ゼロ

※２ 一般(可燃)廃棄物の削減について　
      本社 : ２期連続未達成と成った、来期は低減活動の強化を行い再チャレンジ　
　　　　★対策

 ・分別管理の強化と再資源化の促進を従業員に周知徹底し、目標の達成を目指す。
※３　水道水の削減について　
　　　本社：暫定数値に対して未達成と成った、来期は今期の実績を基準に低減活動の強化を行い
　　　　　　　再チャレンジ
　　　★対策

 　　　　　・来期に向けて従業員に進捗状況を周知し削減活動の推進を図る。　

　　　　　・洗い物等々時の節水促進　★節水促進表示

  ※４　工事への環境配慮ついて　　　　　　

　　　　　★活動を継続推進

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

評価
適
適
適
適
適
適

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

－６－

□上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・車両の削減（流動的運用）を図る

・使用しない部屋の空調は停止

取り組み計画 評価と次年度の取り組み内容

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・不要な電灯は消灯

・使用しないパソコンは電源を切る

・空調の適温化（冷房27℃以上・暖房24℃以下）

・事務所で業務効率化の推進

建設業法 建設工事の適正な施工

電気工事業法 電気工事業の適正な実施

廃棄物処理法 保管基準、収集運搬業者・処理業者との委託基準(ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票交付)等遵守

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

□上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

来期再チャレンジ

産業廃棄物の削減

・発生場所(工事現場)での分別を徹底し再資源化を推進

□上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

　・手洗い時、洗い物において節水を励 ｢注意書き｣を掲示

･工事材料について環境商品を調査

･施工時に排出するごみの適切な分別

顧客要求事項 環境管理、品質管理

自動車NOｘ・PM法 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用(トラック・バン)

フロン排出抑制法 点検記録

･施工時の騒音、振動、飛散防止対策の

ＣＯ２排出ゼロ（本社）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

・不要な工具・材料等を車両に積まない

・運転日報にて走行距離を管理

・５S(整理・整頓・清掃・清潔・躾)活動の推進



□代表者による全体の評価と見直し・指示

１．取り組状況の評価
　１）５８期の重点取り組みとして、５７期の未達成項目の自動車燃料、
　　　一般廃棄物、産業廃棄物、の削減目標を設定し、各活動の進捗状況等を
　　　四半期ごとに課題を含めて周知し、従業員の意識高揚を図っている。

　２）全社の活動結果として、電気使用は増えましたが再エネ電力の採用によりＣＯ２排出量が
 減少、又　自動車燃料の使用量は前期は７％超過に対して、今期は３％超過で４％減少した事は

評価できる。
 一般廃棄物、水使用量は目標を超過している、来期は従業員に環境活動結果を周知徹底し

従業員の意識高揚を図り目標達成を目指す。
　　　

２．全体評価
　　重点取り組みの数値目標を設定し、従業員に周知し活動の推進を図り
　　取り組んできましたが、評価できる項目と改善を必要とする項目があった。

【改善項目】
　・自動車燃料：目標値から4％超過  →　来期再チャレンジ
　・一般廃棄物：目標値から13％超過　→　分別管理の強化と再資源化の促進
　・水使用量  ：目標値から14％超過　→　洗い物等の節水促進　★節水促進表示

【評価項目】
　・電気使用によるＣＯ２削減達成　→　２０２２年２月より再エネ電気を採用

３．環境経営活動の継続的改善について
　・今後の活動については、事業の収益性、品質強化を課題とし、販路拡大、
　 技術力の育成により事業拡大と収益向上に加え、環境負荷および費用軽減の
　 意識強化につながる活動を組み入れ、周知し環境経営並びに本業を含めた

４．環境活動の見直しについて
　　 環境経営方針 □変更なし　　　　　☑変更あり　
　　 環境経営目標・計画 □変更なし　　　　　☑変更あり　
　   実施体制他 ☑変更なし　　　　　□変更あり

□環境活動の紹介

　１．電力省エネ活動

１）エアコンコントローラ付近に注意書きを貼付
　　・設定温度は固定（暖房：MAX２０℃→２４℃、冷房：MIN２８℃→２７℃）

２）本社エリアの電力使用量の削減

  　　　・本社エリア（本社棟・施工棟・倉庫・車庫）の照明器具ＬＥＤを採用

  ＜事務所エリア＞ ＜車庫＞ 　　＜倉庫＞

３）不要な電灯の消灯
　　　・トイレ等々の照明に関して、人感センサー方式を採用

－７－

   高めること。
　 活動の活性化で社会的責任と利益体質強化に向け、継続的に企業価値を



　２．廃棄物の分別活動
★ごみは分別してリサイクル促進

★産業廃棄物・ ・ ・マニフェストで廃棄処理
　　・大阪市へ事業場ごとに前年度1年間分産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出（６月末迄）

（一般ごみ・・・焼却処理）

（紙類・・・・・回収業者でリサイクル）

（電線くず・・・回収業者でリサイクル)

（金属ごみ・・・回収業者でリサイクル）)

　(産業廃棄物置場）

　　　　　　　　　　　＜ダンボール＞ 　　　　＜産業廃棄物＞

  ＜ケ－ブル類・鉄くず＞

－８－


